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そこかしこに秋の風物詩が見受けられるようになってきた今日この頃。スポーツの秋、食欲の秋、読書の秋ｅｔｃ
全てにふさわしい！？季節になって来ました。２０１８秋、○○をしながら大いに満喫したいものですね！！

自然たっぷり西郷路を仲間と共に！ ～剣桂ハイキング～
９月８日（土）たくさんの子供たちとちょっぴり！？のお母
さん方が参加し標記のイベントを行ってきました。当日は、
少々小雨が降りしきる中の開催となりましたが、そんな雨な
どなんのその！笑 みな元気いっぱいに自然と戯れ仲間と戯
れ、それはそれは実に楽しそうに西郷路を闊歩していました。
（お母さんたちは少々お疲れ気味でしたが・・・苦笑）この
イベントは午前中に開催し、午後は白河市に戻り大好きなサ
ッカーに興じていました。サッカー及びその他様々な活動を
通して・・これからもたくさんの企画を遂行していきます。

サッカーを通して心豊かに体たくましく！ ～言ったようにならず！ やったようになる！～

【福島信陵ライオンズ杯】 【ＪＡ夢みなみ組長杯】 【トヨペットカップ】 【クリスタルカップ】
９月１日(土)福島市あずま ９月１日（土）～２日(日) ９月９日（日）に須賀川市 ９月２２日（土）～２３日
運動公園内で行われた大会 須賀川市福島空港公園で行 ブルスタフットサル場で行 (日)石川町で行われた大会
に参加。雨にも負けず強い われた大会に参加。目にも われた大会に参加。目指せ に参加。試合は試し合うと
相手にも負けずに果敢に挑 鮮やかな芝生のグラウンド 優勝！で挑んだ大会でした 書く！試し合うには今の自
む子供たち！笑 お昼には応 で２日間みっちり大好きな が、決勝戦でＰＫ戦敗退。 分では・・・。たくさんの
援に来たお母さん方に美味 サッカーに興じた子供た 涙涙の準優勝でした！しか ことを実感した２日間だと
しい差し入れを頂きました。 ち。参加賞の梨に舌づつみ し今後の成長の糧には十分 思っています。今後の更な
ごちそうさまでした！笑 を打ちまくりました！笑 フムフムとニンマリ！笑 る成長に期待しています！

あれから７年半！ ～新たなお手伝いを！～ １０月の主な活動予定
未曾有の大災害を引き起こした東日本大震災から約７年半 ①７日（日）『２０１８秋うつくしま百名山赤面山に登ろう！』開催

の年月が経ちました。ここ福島には今なお、その深い傷跡 ※クラブ主催イベント。小学３～６年生希望者参加

が残る地がたくさんあります。同じ福島に住む者として、 ②８日(月)祝日『第６回マイタウンサッカーフェスティバル』参加

１日も早く復興復旧することを願うばかりです。我がクラ ※宮城県仙台市で開催 小学４～６年生希望者参加

ブでは、震災以降、【２１世紀の福島の未来を担う子供たち ③２１日（日）『第６回グッドカップサッカー大会』開催

の心と体の復興支援活動】と称した活動を行っています。 ※クラブ主催大会。白河市陸上競技場で開催。

今年度も県内１７の園から活動の要望を受け行っています。 ④２７日(土)『第２３回白沢交流インドアサッカー交流』参加

そのひとつにあのＪビレッジのお膝元！？である広野町に ※本宮市本宮体育館で開催。小学生希望者参加。

ある幼稚園での活動を今年度初めて行うことになりました。 ⑤２８日(日)『小学１～３年生対象サッカー体験教室』開催

（今春広野町教育委員会を訪問しこの活動の趣旨を伝え、 ※西郷村大平アメニティ広場で開催。該当児童希望者。

広野町の子供たちの一助になりたい！と伝えたところ、活 ⑥各種（サッカー・ストサカ他）トレーニング

動の快諾許可を頂き実現の運びとなりました。）その活動が ※詳細はそれぞれのコーナーの活動計画参照

来月（１０月）の上旬と下旬に設定されています。（年長組、 ⑦２１世紀の福島の未来を担う子供たちの心と体の復興支援活動

年中組各２回、計４回の活動）震災前、サッカーの聖地と 延べ１４園で２６回の活動実施予定

呼ばれたＪビレッジが７月末に７年ぶりに再開し活気に満 ⑧指導者派遣事業「白河市エンジョイフットサル教室」従事

ち溢れてきたであろう広野町。しかし、現実には震災前の １２日（金）・１９日（金）アナビースポーツプラザ

半数の人口しか町に戻ってきていない現状があります。そ
んな広野町の子供たちのために、微力ながらこの活動を通 ※上記以外にも活動が加わることがあります。詳しくは、

して少しでも力になれれば・・・そう思っています！！ クラブホームページを随時チェックして下さい！


